
本例では、①道路が入り隅になっている事、北側の境界線がほぼ直線上にある為、

同時計算を行う。道路反対側の形状は直線状にある為、同一区画の設定を行う。ま

ず天空率敷地でマウスアイコン右となりの「他の入力データの変換」アイコンをク

リックし敷地形状を天空率敷地に変換する。 

②北側の道路境界は全て同一区間で一体で計算可能な為、「shift」キーを押しな

がら下図の様に選択した状態で「外壁後退同一設定」の「設定」ボタンをクリ

ックし、続けて「同一区間の設定」の「設定」ボタンをクリックする。一体で

行う場合、この設定を行うと外壁後退距離は同一設定された最短の距離を選択

します。 

道路の２A の回り込み部が隣地で入隅になっている道路境界のグループ化の方法 

最大幅員 8ｍ 



③天空率算定領域に移動し「自動発生方式詳細」ボタンをクリックし「天空率設定ファイル」を開き「大阪方式」を選択する。 
これを初期値に設定する場合は「設定」「初期値設定」「算定線」で行う。 
 



④全境界発生「道路」をクリックし算定領域および算定線を発生する。円弧処理の為多少時間を要する（数分） 
＊作図された算定線は敷地の幅全体を包落するように作図されます。 



⑤現バージョンでは大阪市方式の場

合、隣地越えの算定線を全て敷地幅全

体まで伸ばします。この場合道路中心

１０ｍの領域の算定線が敷地幅いっ

ぱいの場合、設計に不利になりますの

で補助線で２A の領域に垂線で交わ

る位置を補助線で作図する。 
⑥－１補助線モードに移動する。鉛筆

マーク 
⑥－２平行線で西側最大幅員から２A
（16ｍ）の作図を行う。 
⑥－３ ２A と敷地が交わる点に垂

直に交わる2重丸の位置を「交差指定」

の垂線で作図する。 
 
以上の線分がかけない場合あらかじ

め補助線等で他の CAD で書き込み読

み込む。 
 
最大幅員の領域の算定線においても

同様に垂線を作図します。 

16ｍ（２A）の平行線 

２A の位置に垂直に交わる線分を作図

最大幅員の位置に水力に交わる線分を作図 



⑥補助線を解除し「鉛筆アイコン」を再度クリックし「天空率算定領域」に画面右側のもどり「天空率表示」の「全領域」を解除しさらに「最大幅員」を解除し道路

中心 10m のみを表示する。  ＊画面右下にある「表示設定」「詳細設定」も解除するとコメントが消えみやすくなる。 
⑦「延長方向移動」をクリックし、「延長方向移動」に設定後、算定線の端部をドラッグしながら作図された垂線の位置にスナップする。（スナップした場合画面左下

に「スナップ中」を表示する。 

交点吸付モード

に設定します。 



⑧「天空率表示」の「道路中心 10m」を解除し「最大幅員」のみを表示する。 
⑨「延長方向移動」をクリックし、「延長方向移動」に設定後、算定線の端部をドラッグしながら作図された垂線の位置にスナップする。（スナップした場合画面左下

に「スナップ中」を表示する。 



⑩「計算」モードの「天空率計算」に移動し画面右側の「天空率表示」「全領域」をチェックし全領域を表示可能状態に設定後「均等発生」「計算開始で計算を行う。

この場合すべてクリアーする。 




